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論　　文　　の　　要　　旨
　非線形力学系特に戸田格子に対応する非線形伝送線による実験は広田氏達によってなされたのが
始めである。著者も同様な実験を行ってヨ正弦波を入力してその再帰現象を観測している。そして
その解析には，長波長近似としてKorteweg－deW1es（KdV）方程式を用い雪2つのソリトンの速度
差によって行いラ特に振巾の比較的大きな場合に良い定量的な一致が得られている。又著者は実験
回路では必ず存在するコイル部分の容量も考慮に入れてラPO虹Car6写像の計算機実験によってラ実
験に用いた伝送線が擬可積分系であることを示し可積分系であるKdV方程式による解析の正しさに
根拠を与えている。
　又著者は新しい非線形伝送線を考案して包絡ソリトンの実験を行っている。この伝送線を記述す
る方程式は長波長近似で，可積分系であるいわゆる非線形Schr6ぬger方程式と異なり変形された非
線形Sch的d量nger方程式と呼ばれるものでラ1つの包絡ソリトンを持つ解が存在する。この場合にも
定量的に艮い一致が得られている。変形された非線形Schrδd亘nger方程式の解は振巾が一定の解は不
安定で骨振巾が週期的な解を持つ。新しい伝送線上でその様な解に相当する実験を行っている。解
との一致はやはり定量的に良いものであり官この伝送線の解析に適当な方程式と言へる。又問接的
にこの伝送上では振巾一定の波は不安定であることを暗示している。
　なおラこの研究は学内プロジェクトの一部としてなされたものである。
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審　　査　　の　　要　　旨
　Fer㎜i－Pasta－U豆鋤の計算機実験によって非線形な系にも再帰性が有る事が知られヨその実験
として非線型伝送線は適当なものの亙つであろう。又ここでなされた再帰の定量的な解析も実用上
有効な方法で今迄なされた小振巾の場合と反対に比較的大きな振巾で使える点が良い。更にコイル
に存在する容量の事も考慮されている点雪十分に注意深い。
　新しい非線形伝送線に於ける実験は可積分系で近似されるものではないが、包絡ソリトンや振巾
の変化を与える数少い実験で。容量の非線形性によるものとしては他に例がない。この伝送線は変
形された非線形Schrδ倣ger方程式で近似されラ解析も艮く行われている。特に振巾が周期的な場合
の実験は可成の困難が伴うものであるが、実験技術の面でも上手にその困難を克服している。
　近年物性物理の解析にソリトン描像が用いられる様になって来ており書色々な非線形方程式の解
を実験によって求めるのは重要な事でありヨ計算機実験と共に非線形伝送線による実験も最も適当
なものの一つと言える。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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